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２０２５年２月２日 顕現後第四主日礼拝説教  

「ほめ歌を献げて神に応えよ」（ルカ１７章１１～１９節） 

 

〇ルカ１７章１１～１４節について 
 
「ある村に入ると、重い皮膚病を患っている 十人の人が出迎え、」（１２節） 
 
救い主イエスが、死に至る道を歩まれていたとき、ある村で

病をもつ十人の人と出会い、彼らが 「遠くの方」 （12 節）から 

神の憐れみを叫び求めたので、願いどおりの救いを与えた。 
 
＊この病を患う人は、〈穢れた者〉だと見做されていた。 
 
「イエスさま、先生、どうか、わたしたちを憐れんでください」（１３節） 
 
問：なぜ、この十人は、キリストに乞い願えたのか？ 
 
☞神の子イエスであれば、ふさわしくない彼らも見捨てず、 

なんらかの助けを施されると信じることができたから。 

 

今日の みことば：ルカ１７章１５節 

「その中
なか

 の 一人
ひとり

 は、自分
じぶん

 が いやされたのを知
し

 って、大声
おおごえ

 で 

神
かみ

を賛美
さんび

しながら 戻
もど

って来
き

た。」 
 
救い主イエスは、憐れみを求めた十人すべてを癒されたが、 

九人は戻ることなく、そのまま、どこかに行ってしまった。 
 
※わたしたちも、祈りが聞かれると、何事もなかったように
聖名を称えることなく、もとの暮らしへ戻っていないか。 

 
〇ルカ１７章１６節の みことば 
 
「そして、イエスの足もとに ひれ伏して感謝した。この人は サマリア人だった。」 
 
＊サマリア人：選びの民と異邦人の血を受け継ぐ人たち 
 
☞この人は、十人のうちで最も低いところにいて、血と病の

苦しみを負い、彼の悩みは、ほかの九人よりも深かった。 
 
☆キリストは、救いから遠く離れた患うサマリア人にさえ、 

 憐れみをかけ、心の痛みを喜びの声に変えてくださった。 
 
問：キリストの死を受けるに値する者は、だれなのか？ 


